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定例会で決まった主な内容

議
長
の
あ
い
さ
つ

12月定例会 12月４日から13日の10日間の日程で開催された。
12月定例会は、報告１件・承認１件・議案28件が提
案され、審議の結果、原案のとおり可決した。

激甚災害法の指定により、関係受益者の負
担軽減を図る目的で、10％に軽減する条例
を制定。
（平成30年７月豪雨による溜池整備事業及び令
和元年７月豪雨による災害復旧事業にかかる、
町単独債の受益者負担率の特例）

◆ 災害復旧事業の
　受益者負担率を軽減

人権三法（障害者差別解消法・ヘイトスピー
チ対策法・部落差別解消推進法）が施行さ
れ、現行の「筑前町差別をなくし人権を守る
条例」の規定の充実を図る。
※審議の詳細は、P５の各議員の賛否、反
対・賛成討論をご覧ください。

災
害
に
強
く

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、日
頃

よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、豪
雨
や
台

風
等
の
異
常
気
象
に
よ
り
全
国
各
地
で

自
然
災
害
が
多
い
年
で
し
た
。本
町
で
は

豪
雨
災
害
被
害
か
ら
の
復
旧
を
着
実
に

進
め
て
お
り
、今
後
は
防
災
・
減
災
化
を

図
り
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は「
第
２
次
筑
前
町
総
合

計
画
」が
ス
タ
ー
ト
す
る
大
き
な
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。10
年
後
の
筑
前
町「
緑
あ

ふ
れ
る
豊
か
で
便
利
な
と
か
い
な
か
」を

目
指
し
、食
と
平
和
の
ま
ち
づ
く
り
を
中

心
に
今
後
具
体
的
な
施
策
が
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。議
会
と
し
て
の
責
務
と
役
割

を
十
分
認
識
し
、町
民
の
皆
様
方
の
率
直

な
意
見
等
を
町
政
に
反
映
す
る
よ
う
検

討
を
重
ね
な
が
ら
、活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
議
員
一
同
、邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
向
け
て
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。議
員
個
人
の
自
己
研
鑽
・
資

質
向
上
に
努
め
、
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
、身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
筑
前
町
に
と
り
ま
し
て
、

更
な
る
発
展
と
、町
民
の
皆
様
に
は
健
康

で
笑
顔
溢
れ
る
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議　

長　

田
中 

政
浩

筑前町部落差別をはじめあ
らゆる差別の解消を推進し
人権を擁護する条例を制定

◆

・
・
・
・
・
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12
月
定
例
会

合併特例債を活用する財政計画及び新町建
設計画の期間を15年から20年に変更。

※このたび可決しました第２次筑前町総合計画基
　本構想・基本計画の内容は、次号の議会だよりで
　お知らせの予定です。

◆新町建設計画の変更

軽自動車等税の減免について、貧困により生
活のため公私の扶助を受ける方、特別の事
情があると認められる方まで対象が拡大。

　
　

人
口
の
目
標
を
平
成

27
年
に
３
万
３
千
人
と
し

て
い
る
。こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
。

　
　

今
回
は
、計
画
期
間

の
５
年
間
延
長
と
財
政
計

画
の
み
を
変
更
し
た
。将
来

人
口
の
見
通
し
等
々
に
つ

い
て
は
見
直
し
を
行
っ
て

い
な
い
。

（
企
画
課
長
）

　
　

貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め

公
私
の
扶
助
を
受
け
る
者
は
、

ど
う
い
う
方
々
を
指
す
の
か
。

　
　
「
公
」は
、生
活
保
護
・
就
学

援
助
の
よ
う
な
も
の
。「
私
」は
、

社
会
事
業
団
体
と
か
生
計
を
一

に
し
な
い
方
か
ら
の
扶
助
を
い

う
。要
綱
を
作
っ
て
整
理
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
長
）

新町建設計画とは…

この計画は、三輪町・夜須町の２町合併後に、
新町を建設していくための基本方針を定めた
もの。新町の人口・産業・地域特性等を元に、将
来の目標人口や基本理念、地域整備・連携の
方向が示され、まちづくりの主要施策が展開さ
れている。

◎新町基本理念
　快適でゆとりある田園生活都市
　　　　　　　　　　「筑前町」の創造
〇まちづくりのキーワード
　「共生」「自立」「協働」

軽自動車税の減免◆

　
　

対
象
者
の
年
収
は
今
ま
で
と
比
べ

ア
ッ
プ
す
る
の
か
。

　
　

年
収
ベ
ー
ス
で
は
ア
ッ
プ
す
る
が
、

月
額
で
は
大
体
１
千
５
百
円
か
ら
２
千

円
位
下
が
り
、最
大
で
７
千
６
百
円
下

が
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
総
務
課
長
）

　
　

月
々
の
額
が
減
る
こ
と
は
、予
定

し
て
い
る
お
金
の
使
い
道
の
心
配
も
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

通
勤
手
当
に
つ
い
て
も
職
員
と
同

額
支
給
に
し
て
い
る
の
で
、差
は
か
な
り

埋
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　

（
総
務
課
長
）

会計年度任用職員制度の
導入
（３つの条例の制定）

◆

令和２年度より現行の臨時・非常勤職員制
度を変更し「会計年度任用職員制度」を導入
する。

【３つの条例の内容】
〇パートタイム職員の報酬、期末手当、費
　用弁償
〇フルタイム職員の給与
〇関係条例の整理
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補
正
予
算

筑前町議会だより「うぐいす」の表紙写真を募集！

◆ 募集内容 ◆
【応募資格】
【応募点数】
【被写体等】

【規 格 等】

【応募方法】

【宛先・問合せ先】議会事務局
　　　　　　　　gikai@town.chikuzen.fukuoka.jp
　　　　　　　　℡０９４６－４２－６６２２

表紙に今回初めて応募写真を採用させていただきました。
田中様、素敵な風景写真をありがとうございました。

町内在住、もしく町内通勤・通学の方
お一人様何点でも随時募集
風景、人物は問わず、町内で撮ったもの。
被写体の承諾を得たものに限ります。
縦撮り、横撮り、どちらも可能
（未加工・未発表のもの）
写真データを下記の議会事務局宛てにメール送信、
もしくはCD・USB等にてご持参ください。

一般会計
12月補正予算

2億2,210万円を増額

総額132億2,830万円

 

主な内容(増額分)

令和元年度一般会計総額の推移

・町税
・地方特例交付金
・県支出金
・寄附金
 （ふるさと応援寄附金等）

歳　入 歳　出

2,413万円
1,506万円
2,758万円

1億3,899万円

・ふるさと応援基金積立
・ふるさと応援返礼品等
・子ども医療費支給事業　　
・夜須中学校トイレ大規模改修工事
　設計業務委託料等

5,717万円
7,722万円
447万円

730万円

当初予算

119億4,683
万円

121億6,129
万円

130億620
万円

132億2,830
万円

６月補正 ９月補正 12月補正
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議
決
結
果

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

条
例

区
分

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

寺
原
　
裕
明

柳
　
　
雅
明

持
山
　
英
幸

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

深
野
　
良
二

田
口
　
讓
司

山
本
　
一
洋

奥
村
　
忠
義

山
本
　
久
矢

木
村
　
博
文

河
内
　
直
子

横
山
　
善
美

部落差別をはじめあらゆる差別の解消を推
進し人権を擁護する条例の制定

議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条
例の一部を改正する条例の制定

令和元年度一般会計補正予算（第９号）

（反対討論）河内：部落問題は特別扱いするのではなく、憲法に基づいて一般施策
として行い、垣根をなくしていくことこそ、部落問題解決への道であり、冠に「部落
差別をはじめ」をつけたこの条例には、賛同できない。平成17年に制定された筑
前町差別をなくし人権を守る条例の中でこそ、規定の充実を図るべき。

（反対討論）河内：常勤である職員や特別職の方々と違い、町議会議員は非常勤で
ある。非常勤の議員にも同率で期末手当を引き上げるのはいかがなものか。

（賛成討論）木村博文：人事院勧告を受け、国の特別職の国家公務員の期末手当の支
給率も改定となり、今回の一部改正も国に準じた改正となっているため適正である。

（賛成討論）山本一洋：今回提案された条例は、2016年に制定された、いわゆる人
権三法を具体化するものであり、福岡県も条例を制定している。わが町でも部落差
別の解消は重要課題であり、今後は個別の人権課題の法律が制定されることか
ら、本条例は、あらゆる差別を撤廃するために必要な条例である。

各議員の賛否

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

令和元年 12月定例会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

賛成多数で可決・承認した議案

全会一致で可決・承認した議案

令和元年度工業用地造成事業特別会計補正予算（第２号）

高等学校等奨学金の貸与に関する条例の一部を改正する
条例の制定

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定

「幼稚園類似施設を幼児教育・保育の無償化の対象に含
めること」にかかわる意見書の提出を求める請願書

「幼稚園類似施設に通う幼児に対する利用料の補助」に
かかわる意見書の提出を求める請願書

「幼稚園類似施設を幼児教育・保育の無償化の対象に含
めること」にかかわる意見書

「幼稚園類似施設に通う幼児に対する利用料の補助」に
かかわる意見書

税条例の一部を改正する条例の制定

第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定

専決処分の報告（百万池公園隣接地での事故）

令和元年度一般会計補正予算（第７号）

新町建設計画の変更

第２次筑前町総合計画基本構想・基本計画の策定

第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例の制定

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整理等
に関する条例の制定

職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を
改正する条例の制定

技能労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部を改正する条例の制定

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定

企業誘致条例の一部を改正する条例の制定

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和元年度下水道事業会計補正予算（第１号）

令和元年度水道事業会計補正予算（第２号）

分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定

令和元年度一般会計補正予算（第８号）

条
例

条
例

補
正
予
算

請
願

発
議

専
決

報
告
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議
会
報
告
会

〜
求
め
ら
れ
る
議
会
力
〜

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
へ

　

改
選
後
初
め
て
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
41
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ
り
、
そ
の
意
見
を
ど

れ
だ
け
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
議
会
に
求
め
ら

れ
る
力
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
み
な
さ
ん
と
連
携
を

深
め
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
議
会
活
動
で
取
り
組
み
、

「
議
会
力
」
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致

　
　

ヤ
ク
ル
ト
工
場
の
進
出
を
聞

い
て
か
ら
４
・
５
年
経
つ
が
、な
ぜ

ま
だ
工
場
が
で
き
な
い
の
か
、説
明

し
て
ほ
し
い
。

　
　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
ゼ
ネ
コ
ン
の
関
係
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。町
長
か
ら
ヤ
ク
ル
ト
に
要

望
し
て
い
る
が
、発
表
さ
れ
る
ま
で

待
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
頃
に
有
意
義
な

話
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

い
じ
め
・
不
登
校

　
　

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
の

状
況
を
報
告
し
て
ほ
し
い
。

　
　
い
じ
め
の
事
案
で
は
、中
学
校

で
２
件
、小
学
校
で
４
件
と
上
が
っ

て
い
る
。筑
前
町
と
し
て
は
数
が
多

い
と
思
う
の
で
、12
月
の
学
校
訪
問

の
際
に
実
態
を
聞
き
提
言
を
し
て

い
き
た
い
。

【不登校の人数】
（7/1 現在）

・三輪小 　5名

・東小田小2名

・中牟田小1名

・三並小 　1名

・三輪中 　4名

・夜須中 　7名

みなさんから
のご質問
その一部をご紹介

令和元年10月19日
ちくぜん少年大使館

第9回
議会報告会

岡山工場
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議
会
報
告
会

・
豪
雨
災
害
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

が
少
な
い
。小
さ
い
災
害
は
無
視
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、行
政
は

大
な
り
小
な
り
取
り
組
む
姿
勢
が

必
要
で
は
な
い
か
。

・
町
施
策
の
紹
介
に
止
ま
ら
ず
、そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
に
ど
の
よ
う
な
問
題
・

課
題
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
、提
示
し
て
ほ
し
い
。

・
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発
揮
を
！

・
町
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
た
い
。当

面
の
問
題
と
将
来
の
問
題
も
討
論

し
た
い
。

・
不
満
に
対
し
て
解
答
が
的
確
で
な

い
。地
域
と
議
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、町
に
要
望
し
て

い
く
事
が
大
切
だ
と
思
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見

ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス

　
　

ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
件
、日
曜

日
も
高
齢
者
の
方
が
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
買
い
物
を
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
な
改
正
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
、町
で
は
利
便
性
が
高
く

な
る
よ
う
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を
検
討

し
て
い
る
。公
共
交
通
活
性
化
対
策

委
員
会
に
は
住
民
や
西
鉄
の
方
も

入
っ
て
お
り
、し
っ
か
り
熟
議
し
て

も
ら
う
。

排
水
計
画

　
　

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
な
い

開
発
が
多
い
。一
時
的
に
ダ
ム
の
役

割
を
し
た
田
ん
ぼ
が
減
り
、豪
雨
時

で
は
道
路
が
水
没
し
て
い
た
。排
水

計
画
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　
　

宅
地
化
が
進
行
し
て
い
る
地

域
に
お
い
て
は
、予
想
を
上
回
る
近

年
の
降
水
量
を
十
分
に
考
慮
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
雨
水
対
策
の
計
画
検
討

に
着
手
す
る
よ
う
町
に
進
言
す
る
。

道
路
の
整
備

　
　

県
道
77
号
線
と
冷
水
道
路
の

連
絡
網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
地
域
内
を
通
り
、子

ど
も
や
高
齢
者
の
歩
行
時
が
危
険

な
の
で
、那
珂
県
土
整
備
事
務
所

等
、話
し
合
い
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

77
号
線
が
開
通
し
た
当
初
か

ら
筑
紫
野
市
長
に
お
願
い
し
て
い

る
。引
き
続
き
国
や
県
に
も
働
き
か

け
て
い
く
。

ひ
か
り
電
話

　
　

夜
須
地
区
で
は
ひ
か
り
電
話

が
使
え
な
い
。ケ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
は

ネ
ッ
ト
し
か
使
用
で
き
ず
、ひ
か
り

電
話
が
使
え
な
い
の
で
、要
望
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　

町
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
九
電
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
正
式
な
依
頼
を
し
た

が
、ひ
か
り
は
引
か
な
い
と
回
答
さ

れ
て
い
る
。ひ
か
り
電
話
に
関
し
て

は
、ケ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
が
で
き
な
い
か

確
認
し
た
い
。

多数のご参加をいただき
ありがとうございました。



質 問
平成 31年 2月
子ども議会
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議
会
活
動

質
問

一
般

『
ど
う
な
っ
た
？
』定

例
会
で
出
し
た
一
般
質
問
や
委
員
会
で
の
調
査
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
さ
れ
た
の
か
。 

今
回
は
子
ど
も
議
会
で
の
質
問
結
果
も
あ
わ
せ
て

報
告
し
ま
す
。

犬のフン放置に警告
「イエローチョーク作戦」

ペットを取り巻く環境整備として、取り組ん
では。（木村　博文　議員）

曇らないカーブミラーを

安全確認OK!

冬の朝方はカーブミラーが曇り、見通しが
悪くなるので、曇らないものにしてはどう
か。（三輪中・米倉　彩加）

三輪中学校正門の先の交差点に、曇り
にくいカーブミラーが取り付けられま
した。通常より曇りが軽減されます。
高価なミラーのため、試験的な取り付
けですが、安心安全なまちづくりのた
めに増設を願うところです。

放置されたフンにチョークで印をつけ、
飼い主に回収を促す取り組みです。
①フンの放置を発見。
②フンをチョーク囲み、「日付と時刻」を
　書く。 
③後日、フンが回収されていたら、「確認
　した日時」と「なし」を記入。
　回収がなければ、「日時」を更新。   
※①～③の繰り返し！
　「パトロール中」と書けば啓発・予防に！ 

飼い主の
マナー向上に一役

《イエローチョーク作戦》

環境防災課では、犬のフン
放置にお困りの人に黄色の
チョークを配布しています。
久留米市や宇治市など、多く
の自治体でも実践され、効果
が出ています。

質 問
令和元年 6月議会

そ
の
後
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議
会
活
動 ～こんなこともやっています～

大刀洗平和記念館　要望活動12月11日（水）

　議員14名が３班に分かれて県内８カ所の教育委

員会・教育事務所を訪れ、大刀洗平和記念館の利用

拡大について申し入れを行いました。

　現在、大刀洗平和記念館の年間来館者数は約10

万人。この内、学校からは約２万５千人、およそ300

校が来館しています。県内では北九州市から多くの

小学校の来館があるものの、その他の地区からの来

館は少ない現状です。

　このような状況を受けて、平和学習でもっと大刀洗

平和記念館を利用してもらえるよう、呼びかけを行い

ました。今回の要望活動が県内の学校の利用拡大に

つながることを願っています。

　毎年議会活動の一環として、全員で町内の

バス停清掃を行っています。

　三輪地区と夜須地区の２班に分かれ、バ

ス停の掲示板の掃除やゴミ拾いを行いまし

た。掲示板に張り付いた糊は強力で、剥がす

のは大変苦労しました。

　皆様にバス停を気持ちよく使っていただけ

ればと思います。

　学校訪問では、子どもたちの学習参観をは

じめ「教職員の働き方改革」「いじめ・不登校

の実態と対策」「インターネットやゲーム依

存」「学力の実態と向上」を中心に議論しまし

た。

　子どもたちの教育環境を充実させるため

に、各学校から出された課題や要望を、委員

会の中で議論し、町に提言していきます。

町内バス停留所清掃
10月24日（木）・11月13日（水）

文教厚生常任委員会　学校訪問
12月17日（火）・18日（水）

北九州教育事務所長に要望書を渡す田中議長
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一
般
質
問

　12月議会では、６人の議員から９件の一般質問が行われ、町政全般について活発な
議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧
ください。（http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/）
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

  町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問

月定例会月定例会12
ここが
聞きたい！

検索筑前町議会

柳　雅明　議員

柳
　
児
童
数
の
減
少
の
要

因
は
。

教
育
長　

児
童
数
減
少
の

主
な
要
因
は
、三
並
小
学

校
区
内
に
子
育
て
世
代
の

定
住
率
が
低
い
か
ら
と
考

え
る
。現
在
66
名
の
児
童

で
、減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

出
生
数
を
基
に
推
計
し
た

と
こ
ろ
令
和
７
年
ま
で
は

お
お
よ
そ
現
在
数
を
保
つ

見
込
み
で
あ
る
。

柳
　
定
住
率
が
低
い
原
因

は
。

企
画
課
長　

三
並
校
区
は

山
麓
部
に
あ
り
、他
の
校

区
に
比
べ
る
と
農
業
従
事

者
家
庭
が
多
い
。農
業
収

入
に
よ
る
魅
力
が
薄
ら
い

で
い
る
こ
と
や
、
農
地
を

宅
地
に
で
き
な
い
こ
と
で
、

若
者
が
都
市
圏
に
移
住
し

て
就
職
し
て
い
る
。
高
齢

者
世
帯
が
多
く
、山
麓
線

開
通
で
発
展
し
て
い
く
可

能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

町
長　

限
界
集
落
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
、
環
境
づ

く
り
を
し
っ
か
り
や
っ
て
、

定
住
の
た
め
の
行
政
仕
掛

け
を
し
て
い
く
。
町
は
道

に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
は
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
、
人
は
魅
力
を

感
じ
て
集
ま
っ
て
く
る
と

考
え
る
。

柳
　
学
校
の
存
続
に
つ
い

て
は
。

教
育
長　

学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、行
政
が
一
方

的
に
進
め
る
性
格
の
も
の

で
は
な
く
、保
護
者
や
地

域
住
民
と
共
通
理
解
を
図

り
な
が
ら
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

但
し
教
育
に
は
一
定
規
模

の
児
童
数
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、通
学
区
域
の
柔
軟

な
考
え
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。特
認
校
制
度
で
他

校
か
ら
の
通
学
も
可
能
に

な
れ
ば
、多
様
な
人
間
関

係
が
で
き
、成
果
が
上
が

る
と
聞
い
て
い
る
。

町
長　
「
と
か
い
な
か
」と

し
て
程
よ
い
田
舎
の
魅
力

を
発
揮
し
て
、次
の
時
代

は
若
者
が
自
然
の
中
で
生

活
で
き
る
環
境
が
三
並
小

学
校
区
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

柳
　
こ
れ
ま
で
築
か
れ
て

き
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
文
化
と
伝
統
が
失
わ
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思

う
。

地域との餅つき大会

三
並
小
学
校
の

児
童
数
減
少
対
策
は

「
と
か
い
な
か
」へ
の
変
貌

小
学
校
と
地
区
の

　
　
　
　
　
存
続
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
用
途
地
域
の
見
直
し
に

 

つ
い
て
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一
般
質
問

歩
道
の
点
検
を

総合支所駐車場の様子

山本久矢　議員

学
校
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
へ
安
全
指
導
、

保
護
者
へ
注
意
喚
起
を
図
る

支
所
で
の
児
童
送
迎
に
指
導
を

山
本
　
三
輪
小
学
校
児
童

の
登
下
校
時
は
、送
迎
で

支
所
駐
車
場
は
混
雑
し
て

い
る
。支
所
に
用
件
の
方

も
多
く
子
ど
も
た
ち
も
大

変
危
険
だ
。学
校
の
方
か

ら
注
意
や
指
導
対
策
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の

防
犯
対
策
等
も
理
由
の
一

つ
と
し
て
、支
所
駐
車
場

を
送
迎
場
所
に
利
用
し
て

い
る
よ
う
だ
。学
校
を
通

じ
子
ど
も
た
ち
へ
安
全
指

導
、
保
護
者
へ
送
迎
マ

ナ
ー
や
安
全
に
配
慮
す
る

よ
う
注
意
喚
起
を
図
っ
て

い
く
。

山
本
　
下
校
時
に
見
守
り

や
指
導
者
を
置
い
た
方
が

よ
い
。

山
本
　
通
学
路
の
点
検
調

査
の
そ
の
後
の
改
善
、今

後
の
取
り
組
み
は
。

建
設
課
長　

要
望
に
基
づ

き
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、防
護

柵
等
の
安
全
対
策
を
図

り
、引
き
続
き
安
全
、安
心

な
通
学
路
の
整
備
を
し
て

い
く
。

教
育
課
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
方

分
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
危

険
箇
所
は
、朝
倉
警
察
署
・

県
土
整
備
事
務
所
・
建
設

課
と
合
同
で
現
地
点
検
を

実
施
。各
行
政
機
関
へ
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

山
本
　
今
後
カ
ラ
ー
歩
道

の
新
設
は
あ
る
の
か
。カ

ラ
ー
が
消
え
か
か
っ
て
い

る
箇
所
の
補
修
は
。

建
設
課
長　

カ
ラ
ー
歩
道

の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

れ
ば
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。補

修
に
は
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

山
本
　
愛
知
県
一
宮
市
は

「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」を
活
用
し
た
交
通
安

全
教
育
を
さ
れ
て
い
る
。

ビ
デ
オ
等
を
見
せ
て
危
険

を
予
測
し
回
避
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
、筑
前
町

も
各
学
校
に
取
り
入
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

総
合
支
所
こ
ど
も
の

　
　
　
送
迎
危
険
だ

通
学
路
の
危
険
箇
所

　
　
　
で
の
指
導
を

奥村忠義　議員

関
係
各
課
と
協
議
検
討
を
行
う

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

奥
村
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
よ
り
、犯
罪
を
抑
止

し
安
心
で
き
る
暮
ら
し

は
、さ
ら
な
る
人
口
増
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

環
境
防
災
課
長　

犯
罪
等

の
抑
止
に
効
果
が
見
込
め

る
こ
と
を
想
定
し
て
、必

要
な
場
所
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

奥
村
　
近
隣
地
区
で
は
平

成
25
年
の
運
用
開
始
以

来
、犯
罪
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。駅
周
辺
や
バ

ス
停
等
に
は
必
要
で
は
。

環
境
防
災
課
長　

犯
罪
多

発
地
域
で
は
一
定
の
抑
止

力
に
な
り
得
る
。必
要
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

奥
村
　
雑
草
が
多
い
場
所

は
、景
観
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
自
転
車
通
学
の
妨

げ
に
も
な
っ
て
い
る
。ま

た
、雨
の
日
に
水
溜
り
が

で
き
て
通
り
に
く
い
箇
所

が
あ
る
。今
後
の
対
策
は
。

建
設
課
長　

雑
草
で
通
行

に
支
障
が
あ
る
箇
所
に

は
、道
路
愛
護
等
を
通
じ

安
全
対
策
の
観
点
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

教
育
課
長　

歩
道
の
冠
水

や
見
通
し
が
悪
い
箇
所
の

把
握
に
努
め
、子
ど
も
た

ち
に
注
意
を
促
す
。

奥
村
　
通
学
路
点
検
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
な
い
、

歩
道
が
途
中
で
途
絶
え
る

等
の
危
険
箇
所
が
あ
る

が
。

建
設
課
長　

歩
道
整
備
は

年
次
計
画
を
立
て
、用
地

と
地
元
の
協
力
が
整
い
次

第
、取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

教
育
課
長　

広
範
囲
に
渡

る
通
学
路
な
の
で
把
握
で

き
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。

情
報
提
供
に
よ
っ
て
内
容

の
充
実
に
繋
げ
て
い
く
。

奥
村
　
平
成
カ
ン
ト
リ
ー

に
つ
な
が
る
東
小
田
上
橋

の
拡
張
工
事
の
完
成
予
定

は
。

建
設
課
長　

県
の
工
事
の

た
め
早
期
完
成
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、５
年
程
度
の

予
定
。

奥
村
　
電
動
車
椅
子
は
歩

行
者
扱
い
だ
が
、指
導
に

よ
る
安
全
対
策
は
。

環
境
防
災
課
長　

高
齢
社

会
を
迎
え
安
全
対
策
も
必

要
。警
察
と
連
携
し
て
啓

発
に
努
め
た
い
。

安
心・安
全
の

　
　
　
　
　
筑
前
町
を

そ
の
他
の
質
問

・
自
転
車
の
交
通
安
全
指
導
、

　

点
検
の
実
施
に
つ
い
て

犯罪抑止のために
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一
般
質
問

石橋里美　議員

石
橋　

公
民
館
支
館
を
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ

い
あ
い
」と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　

比
較
的
利

用
の
少
な
い
日
本
間
に
つ

い
て
は
、利
用
の
仕
方
を

検
討
し
て
い
る
。保
護
者
、

利
用
者
の
方
々
が
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
た
だ
き
、昼
食

も
含
め
子
育
て
親
子
の
交

流
の
場
と
し
て
の
使
用
を

関
係
課
と
協
議
し
て
い
く

予
定
。

町
長　

公
民
館
支
館
の
日

本
間
を
、食
事
の
場
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

石
橋　

子
育
て
で
悩
む
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
が
社
会

か
ら
孤
立
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
も
、世
代
を
超
え

て
交
流
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
作
る
こ
と
が
必
要
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」を
め
く
ば
り

館
に
常
設
す
る
有
効
活
用

を
。

こ
ど
も
課
長　

検
討
す
る

余
地
は
あ
る
が
、子
ど
も

が
来
て
も
安
全
な
場
所
と

な
る
よ
う
な
改
修
が
必

要
。公
共
施
設
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
は
、町
全
体
で

協
議
し
方
向
を
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

町
長　

め
く
ば
ー
る
の
基

本
設
計
は
、一
つ
の
村
を
作

ろ
う
と
し
て
建
物
の
配
置

が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

た
。
そ
う
い
っ
た
趣
旨
も

念
頭
に
置
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

石
橋　

筑
前
町
に
は
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
中
に

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事
業
が
あ

る
。子
ど
も
た
ち
の
育
成

の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
を
有
意
義
に
使
用
す
る

こ
と
で
財
源
は
捻
出
で
き

る
。

あ
い
あ
い
で
昼
食
が

　
　
出
来
る
よ
う
に

世
代
を
超
え
て
交
流

で
き
る
環
境
づ
く
り
を

地
元
と
連
携
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
全
安
心
な
道
路
づ
く
り
に
取
り
組
む

県
道
山
隈
三
箇
山
線
の

　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
は

来
年
度
当
初
予
算
に
向
け
て
　
　
　
　

努
力
し
て
い
き
た
い

子
育
て
世
代
に

　
　
寄
り
添
う
支
援
拡
充
を

持
山　

現
在
一
部
の
区
間

で
拡
幅
工
事
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。地
権
者
の
同
意

の
も
と
町
か
ら
県
へ
の
要

望
書
を
出
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。地
元
と
し
て
も
早

期
実
現
を
願
っ
て
い
る

が
、そ
れ
が
実
現
さ
れ
る

と
車
の
通
り
が
多
く
な

り
、歩
行
者
に
と
っ
て
は

非
常
に
危
険
で
あ
る
。今

後
、歩
道
の
設
置
も
あ
わ

せ
て
要
望
し
て
も
ら
い
た

い
。

建
設
課
長　

県
道
山
隈
三

箇
山
線
の
未
改
良
区
間
の

件
は
県
の
方
へ
要
望
を
し

て
い
る
。町
と
し
て
も
一
日

も
早
い
工
事
着
手
を
望
ん

で
い
る
。歩
道
設
置
に
は
地

元
の
協
力
と
更
に
は
多
額

の
費
用
と
年
月
が
必
要
で

あ
る
。今
後
地
元
と
連
携

し
、安
全
・
安
心
な
道
路
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長　

道
路
整
備
に
は
時

間
が
か
か
る
。歩
道
の
基

準
規
格
が
新
た
に
な
り
、

以
前
よ
り
も
広
く
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
た
。
自
歩
道
の
重
要

性
を
考
え
な
が
ら
要
望
し

て
い
き
た
い
。

持
山　

町
の
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
で
夜
間
の
通
行
防

犯
に
非
常
に
役
立
っ
て
い

る
。し
か
し
、農
作
物
に
被

害
が
見
受
け
ら
れ
た
。今

後
の
対
策
を
。

環
境
防
災
課
長　

防
犯
灯

を
点
検
し
、今
後
被
害
が

な
い
よ
う
善
処
し
た
い
。

持
山　

公
共
交
通
機
関
の

バ
ス
停
の
中
は
禁
煙
の
表

示
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
課　

マ
ナ
ー
が
一
番

な
の
で
禁
煙
に
向
け
た
張

り
紙
や
Ｐ
Ｒ
等
の
対
応
を

す
る
。

農
作
物
の
被
害
に

　
　
　
　
　
　

対
策
を

県
道
山
隈
三
箇
山
線
の

通
学
通
勤
の
歩
行
者
の

安
全
対
策
は

子育て支援センターあいあい（篠隈）

道路の拡幅と歩道の設置が待たれる

受
動
喫
煙
の

　
　
　
　
防
止
対
策
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一
般
質
問

河内直子　議員

町
独
自
で
の
対
応
は
難
し
い

低
所
得
の
高
齢
者
に
配
慮
を

河
内　

高
齢
社
会
に
お
け

る「
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」の
重
要
性
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

高
齢
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、難
聴
対
策
も

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

河
内　

補
聴
器
は
平
均
価

格
が
15
万
円
と
高
額
で
保

険
適
用
外
の
た
め
、全
額

自
己
負
担
に
な
る
。低
所

得
の
高
齢
者
に
対
す
る
配

慮
が
必
要
。支
援
策
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

が
。

福
祉
課
長　

重
度
障
が
い

以
外
の
方
は
国
・
県
の
負

担
が
な
い
た
め
、町
独
自

で
の
実
施
は
難
し
い
。

河
内　

健
診
メ
ニ
ュ
ー
に

聴
覚
検
査
を
取
り
入
れ
ら

れ
な
い
か
。

健
康
課
長　

国
の
動
向
、

県
内
及
び
近
隣
状
況
を
見

な
が
ら
研
究
し
た
い
。

河
内　

避
難
所
用
の
仕
切

り
板
は
本
庁
と
支
所
だ
け

で
な
く
、各
避
難
所
に
分

散
し
保
管
す
べ
き
で
は
。

環
境
防
災
課
長　

長
短
あ

る
中
で
、町
の
規
模
か
ら

現
方
法
を
採
用
し
て
い

る
。い
ざ
と
い
う
時
、
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
準
備
を
し
て
い
く
。

河
内　

一
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
で
、学
期
中

を
繁
忙
期
に
す
る
こ
と
自

体
が
、教
員
の
働
き
方
を

さ
ら
に
ひ
ど
く
す
る
。恒

常
的
に
膨
大
な
残
業
が
あ

る
公
立
学
校
に
は
、そ
も

そ
も
導
入
の
前
提
が
な
い

の
で
は
。導
入
に
対
す
る

教
育
長
の
見
解
は
。

教
育
長　

実
際
夏
休
み
は

研
修
や
部
活
動
の
大
会
な

ど
、多
く
の
業
務
が
入
っ
て

い
る
の
が
現
状
。業
務
改

善
の
た
め
の
条
件
整
備
を

第
一
に
考
え
、制
度
に
つ
い

て
の
研
究
が
、今
後
必
要

と
考
え
る
。

加
齢
性
難
聴
者
へ

　
　
　
補
聴
器
支
援
を

教
員
の
長
時
間
労
働

　
　
　
　
の
是
正
を

防
災
備
品
の
拡
充
を

高価でとても手が出ない補聴器

●傍聴のお知らせ
　議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定
例議会が開かれます。
　役場３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入
し、ご入場ください。

●3月議会の一般質問通告書の公開
　２月21日以降、ホームページで公開の予定
です。支所窓口や議会事務局で一般質問通告
書を配布していますので、ぜひご覧ください。

※詳しくは筑前町議会事務局まで
　TEL：０９４６－４２－６６２２
　E-Mail：gikai@town.chikuzen.fukuoka.jp

議会だよりへのご意見・ご感想を
お待ちしております。

議会からのお知らせ
令和２年３月定例会日程（予定）

月 日

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

定例会開会日　10:00～

一般質問　10:00～

一般質問　10:00～

一般質問　10:00～

予算審査特別委員会　10:00～

予算審査特別委員会　10:00～

予算審査特別委員会　10:00～

定例会閉会日　14:00～

会　議曜日

３
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記

後

集

編

第4回

ちくぜん
レポート

　

大
刀
洗
平
和
記
念
館
10
周

年
の
記
念
講
演
と
し
て
漫
画

家
松
本
零
士
氏
を
お
招
き
し

た
。遠
い
昔「
男
お
い
ど
ん
」が

少
年
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
さ
れ

学
生
時
代
に
読
ん
で
い
た
記

憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。
そ
の
後

「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」で
は
メ
ー

テ
ル
の
艶
や
か
さ
に
心
惹
か
れ

る
も
の
が
あ
っ
た
。銀
河
鉄
道

と
い
う
と
宮
沢
賢
治
の
童
話

を
思
い
出
す
。さ
ら
に
高
校
の

担
任
が
彼
の
研
究
を
し
て
い

た
の
に
影
響
さ
れ
て
全
集
揃

え
た
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。

記
憶
と
人
生
と
さ
ら
に
人
と

も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
な
の
か

と
感
じ
た
記
念
行
事
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
柳
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

田
中　

政
浩

山
本　

久
矢

河
内　

直
子

寺
原　

裕
明

柳　
　

雅
明

石
橋　

里
美

木
村　

和
彦

　筑前町が手掛けたイチゴ観光農園「ちくちゃ
んいちご園」のオープンにあたり、見学会が開
催され議員全員で出席しました。
　最先端の技術を導入した施設で４つの品種
が栽培されており、完熟のいちごを食べ比べる
ことができました。ぜひ町民の皆様にも「いち
ご狩り」をお楽しみいただきたいと思います。

60分間食べ放題のいちご狩りができます。
大　人：税込1,800円（13才以上）

子ども：税込1,400円（２才以下無料）

営業日：土・日・平日の週3日間（10～15時）

場　所：みなみの里の隣のいちごハウス
予約先：みなみの里（電話予約制10～16時）

　　　　℡ 0946-42-8115

ちくちゃんいちご園

恋みのり

い ち ご の 品種

・大粒で香りが強い
・糖度が安定
・しっかりした
　　　歯ごたえ

かおり野
・さわやかな甘みと
　上品な香り
・果汁の糖度が
　　　　　高い

あまおう
・果実が大きい
・赤くてツヤが良い
・甘味と酸味の
　　バランスが
　　　　良い

あまえくぼ
・最新品種
・大粒で甘みが強い
・コクがあって
　　　　　美味

あまおう




